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◆レベル2地震時 
の耐震性能照査 

◆工程・品質管理 ◆堤体漏水調査 

◆業務概要 
(山口大池の状況） 
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業務概要 

履行期間 平成27年6月下旬～平成28年1月下旬 
 レベル2地震動に対する堤体の耐震性能照査 
 （詳細設計時の液状化対策工の効果検証） 
 洪水吐設計 
 施工計画 
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山口大池(築堤年代：江戸時代以前）は、昭和47年に全面改修が行わ
れたが、洪水吐が断面不足であり、堤体下部の基礎地盤が液状化を起
こす可能性があった。本業務の目的は、堤体及び関連施設の耐震対策
を行い、安全確保を図ることであった。 

 取水設備(底樋）設計（追加項目） 
 漏水調査（追加項目） 



山口大池 
 山口大池は、湖西市山口にある農業用ため池である。 
 （堤高5m 堤長101.5m 貯水量14,800m3） 
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山口大池 現地状況 

ため池全景 堤体天端 

東海道新幹線盛土 堤体下流法面 
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山口大池 横断面図 

液状化層 
約2.5m 
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レベル2地震時耐震性能照査 
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【対象ため池の分類と検討レベル】   
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対応 

「土地改良事業計画設計基準 

【フィルダム編】H15.4」 

重要度* 
極めて大 

レベル 1 

対応 

レベル 2 

対応必要 

重要度* 

①人命 ②避難、救済、救急活動 

③生活機能、経済活動 ④復旧に与える影響等 

を考慮して判断する。また、その判断をもとに 

レベル 2対応とするか工学的判断を行う必要が 

ある。 

「山口大池」 
  H=5m 

国営造成農業用ダム安全性
評価について(H24.3) 
・設計施工内容確認 
・健全性評価 
・耐震性能照査 
・安全性評価委員会設置 
 



レベル2地震時耐震性能照査 
 適用基準は、土地改良事業設計
指針「ため池整備」(平成27年5
月改定版)とした。 

出典「ため池整備」(H27.5) P.2より 
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項目 指針 山口大池 

推計震度 震度6弱以上 震度7 

貯水量 10万m3以上 1.5万m3 

堤高 10m以上 5m 

堤体材料 砂質土 砂質土 

・堤体下流部に東海道新幹線 
・下流の半径約1km以内に住宅地 

「AA種」：レベル2地震時に限定された損傷にとどめる必要がある。 

山口大池は、重要度区分「AA種」 



レベル2地震時耐震性能照査 
 レベル2地震動に対する耐震計算法（「ため池整備」P129） 
 ・動的応答解析（LIQCA、FLIPなど） 
 ・塑性すべり解析（ニューマークD法など）   

10 土地改良事業設計指針「ため池整備」の改定について 農林水産省(H26.12)より抜粋  



レベル2地震時耐震性能照査 
【レベル2地震動に対する安定性】 
  選定した入力地震動を以下に示す。   

-800
-600
-400
-200
0
200
400
600
800

振
幅

 
(
c
m
/
s
2
)

目標スペクトル  : 長島ダム  東海地震  距離減衰式 (等価震源距離式 )
原種波形        : 2011 年東北地方太平洋沖地震  三春波

上下流方向  : 最大値      613.6(cm/s
2
)

 

ダ軸方向   最大値      (/
2
)

 

         

 

 

 
 
 

  

 
 

    
    
 

0 50 100 150 200 250 300
-800
-600
-400
-200
0
200
400
600
800

T(sec)

A
C

C
(g

al
)

666gal

 52370422　NS成分

　 　

　  

基本モデル

◆東海・東南海地震[J-SHISモデル] 
 （ダム距離減衰式から設定した 
   等価震源距離式） 

◆南海トラフ巨大地震動 
   （内閣府から公表） 
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◆静岡県第4次被害想定で設定さ
れている南海トラフ巨大地震動 



レベル2地震時耐震性能照査 
【レベル2地震動に対する安定性】 
  対策後のレベル2地震動に対する耐震性能照査結果、堤体天端の沈下 
 量は1m以下であり、要求される耐震性能を満足することが確認できた。    

・静岡県第4次被害想定で設定されている南海トラフ巨大地震動 

  堤体天端の沈下量(m) 要求性能 
東海・東南海地震[J-SHISモデル]

（ダム距離減衰式） 0.628 

堤体天端の沈下量 
1.0m以下 

南海トラフ巨大地震動（内閣府） 0.745 

静岡県第四次被害想定で設定され
ている南海トラフ巨大地震動 0.815 
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21.18m 
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21.18m 
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堤体漏水調査 

常時漏水が染み出して 
いる状態であった 

 漏水は、常に堤体中央下流法尻部に認められた。緊急放流設備(底樋) 
   周辺であった。 
 漏水量は、20～30㍑/min程度で、基準値(堤長100m当たり60㍑/min：
ため池管理マニュアル H27.10 農林水産省)を越える事は少ないようで 

     あるが、基準値を超える事も確認されている。 
 漏水原因として、以下の状況を想定した。 
 ・底樋周辺を通る漏水ルートが存在する。 
 ・底樋に損傷が発生し、堤体内に漏水している。 
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堤体漏水調査 
・漏水箇所確認 
 漏水個所を絞り込む。 
  
・貯水位と漏水量関係把握 
 ある水位になると急増するなどの
状況（パイピングの可能性）がある
か、確認する必要がある。 
  
・漏水経路調査 
 水質分析や水温調査、トレーサー
調査、電気探査などにより漏水の経
路を絞り込む。 
 
・その他 
 ボーリング調査や底樋管内のカメ
ラ調査など具体的に把握する。 
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大きく2箇所確認 

漏水量が増減すること確認 

電気探査を実施 

許容浸透量
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堤体漏水調査 
 底樋管内カメラ調査 
 カメラ調査結果より、下流側のジョイント部において、ズレ、開き
があり、漏水の原因が確認された。 

調査状況(上流側） 底樋管内状況(上流から15m地点） 底樋管内状況(上流から20m地点） 16 

管更生工法「反転工法」 
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工程・品質管理 
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 工程管理 
・検討項目追加(工期変更) 平成27年6月～平成28年1月末→2月末 
・「レベル2地震動に対する耐震性能照査」→12月中旬・部分検査 
                     (工事対応） 
 品質管理 
・照査技術者による照査、ISOに基づく品質システム利用 
・動的応答解析（LIQCA)の入出力チェック 
 インプットデータ：特に液状化層の地震時挙動シミュレーション 
 アウトプットデータ：初期応力分布や浸透ベクトル 

インプットデータ 

アウトプットデータ 

・鉛直応力分布及び値の照査 

・浸透状況の照査 
・As層の液状化時の挙動シ
ミュレーション結果の照査 



おわりに 
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右資料は、2016年1月の静岡県
農業農村整備ニュースレター
「みどり」Vol.114より抜粋し
たもので、工事状況が報告され
ています。 
 
           以上 
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